




目的 

 母子衛生研究会発行の「母子衛生の主たる統計」によると、福島県の周産期死亡率は昭

和 58 年が 10,2(出産 1,000 対)、59 年が 10.1 であった。全国平均はそれぞれ9.3、8.7 で、

福島県の都道府県別順位は 34 位、41 位と下位に位置している。 

 我々は福島県の周産期死亡率が高い原因を解明すべく調査をすすめているが、今回は周

産期に係わりを持つ医療体制の面から検討したのでその成績を報告する。 


